
【鉱山開発の様子 ―「佐州金銀採製全図・地」よりー 】 

佐渡には西三川金山、鶴子銀山など多くの鉱山が点在しています。佐渡鉱山は、佐渡を支
配するようになった上杉氏のもとで、16 世紀末から金銀の採掘が行われるようになり、17
世紀に本格的な開発が始まりました。 

当館所蔵『佐州金銀採製全図』は、３巻で構成された江戸時代の絵巻物で、佐渡鉱山の採
掘・精錬から小判の製造までの工程が描かれています。 

鉱山開発の様子を、絵巻の複製にてご紹介いたします。 
なお、３巻の全画像は貨幣博物館ホームページ(デジタル資料室）にてご覧いただけます（請求番号2-1 Ｂ 2 4～6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 坑 道 入 口 付 近 （「金 銀
山岡向之図」） 

 
鉱山入口付近の様子です。

石撰建場（鉱石選別所）、鍛冶
小屋などが描かれています。 

２ 坑 道 入 口 （「金 銀 山 敷
内稼方之図」2～8） 

 
鳥居型に柱が立てられ、「大

山祇尊」が祀られています。 

３ 坑道廊下 
 

釣りともしを持った「荷揚
穿子」が鉱石を運んでいます。 

４ 坑道の傾斜部分 
 

坑内の傾斜部には階段状に
「打替木」などを設置してい
ます。 

また「留棚」などにより地
盤が補強されています。 
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５ 坑道の排水 
 

鉱脈を掘り進めると、湧き
水が出て、排水が必要となり
ます。 

「水替」の者が桶などを使
って排水しています。 

６ 鉱脈を探す 
 

鉱脈を探すために掘る坑道
を間切といいます。 

「目付役」が、測量を行う
「振矩師」らと共に鉱脈の検
分を行っています。 

７ 坑道の様子 
 

鉱石を掘る「金穿大工」や、
排水作業（水替）を行う坑夫
の姿が描かれています。 

８ 坑道の様子 
 

鉱脈が見つかると、金穿大
工は鉱脈を掘り進めます。 
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９ 坑 道 入 口 （「金 銀 山 岡
向働方之図」9～11） 

 
坑道の外でも、さまざまな

作業が行われています。 
「釜之口」付近では、坑道

の地盤を補強する山留のため
の木材の加工をしています。 

１０ 鍛冶小屋 
 

坑内で使用する鏨や鎚など
の製作や修理が行われていま
す。 

 

１１ 石撰建場 
 

掘り出された鉱石を「石撰
女」が水洗いし、品位により
上中下に分けます。 

 

１２  荷 売 （ 「 金 銀 山 番 所 荷 賣
荷分之図」） 

 
金銀改役立会のもと、精錬業者の

目利きが鑑定し、鉱石の入札を行い
ます。 

入札場へ出入する人は、盗難防止
のため横木をまたがせます。 

 

１３ 荷 売 （「金 銀 吹 方 之
図」より） 

 
１２の後、製錬（鉱石から

金属を取り出す工程）を行い、
純度を高める精錬作業を行い
ます。 

描かれている「灰吹床」で
は、金と銀が吹き分けられま
す。 

 本来、１２の後には「金銀鏈石粉成方之図」の工程が入るが、図鑑作成の際に誤って張り込

まれ、「金銀吹方之図」の途中がつながれている。 

(『佐州金銀採製全図・天』2-1-Ｂ2-5,当館ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ写真 No.75 の途中に入る図） 
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【佐渡鉱山で使用された道具】 

当館所蔵『佐州金銀採製全図』に描かれた採掘道具と佐渡鉱山で使用されたと考えられる道
具を合わせてご紹介します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タガネ 

鉱石の掘削に使用します。 

金鉱石 

岩盤を砕いて採掘された金鉱石です。  

頭巾 

鉱山を掘る労働者が使用した頭巾です。

釣ともし・灯明皿 
油に火をとも した灯明皿を 釣ともしに

つるし、作業にあたりました。 

頭巾 

釣りともし
釣りともし

タガネ 

タガネ 

鉱石 
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【主な展示資料】 
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資料名 年代

開元通宝 621(武徳4)年

周元通宝 955～958(顕徳2～5)年

宋通元宝 960(建隆1)年

皇宋通宝 1038～1039年(宝元年間)

熙寧元宝 1068～1077年(熙寧年間)

熙寧重宝　大銭 1073(熙寧6)年

熙寧通宝　鉄銭 1074(熙寧7)年

熙寧通宝　鉄大銭 1074(熙寧7)年

元豊通宝 1078(元豊1)年

元豊通宝　折二銭 1078(元豊1)年

元祐通宝 1086～1093(元祐1～8)年

元祐通宝　折二銭 1086～1093(元祐1～8)年

元祐通宝　折二銭　鉄銭 1086～1093(元祐1～8)年

崇寧重宝　当五銭 1102(崇寧1)年

崇寧重宝　当十銭 1104(崇寧3)年

淳熙元宝 1174(淳熙1)年

慶元通宝 1195(慶元1)年

至大通宝 1310(至正3)年

至正通宝 1350(至大10)年

天賛通宝(遼) 922～925年(天賛年間)

正隆元宝(金) 1158(正隆3)年

乾祐元宝(西夏：真書) 1171～1193年(乾祐年間)

乾祐元宝(西夏：西夏文字) 1171～1193年(乾祐年間)

大中通宝(一文) 1361(至正21)年

大中通宝(折二銭) 1361(至正21)年

大中通宝(当十銭) 1361(至正21)年

洪武通宝(一文) 1368(洪武1)年

洪武通宝(折二銭) 1368(洪武1)年

洪武通宝(一銭) 1368(洪武1)年

洪武通宝(五銭) 1368(洪武1)年

洪武通宝(一両) 1368(洪武1)年

永楽通宝 1411(永楽9)年

元紙幣原版(至元通行宝鈔) 1287(至元24)年

大明通行宝鈔 1375(洪武8)年発行

銀錠　50両　大分銅型 960～1279年(宋代)

銀錠　50両　大分銅型 1271～1368年(元代)

銀錠　小分銅型 1276～1277年(宋代　景炎年間)

銀錠　小分銅型 1123～1134年(金代　天会年間)

銀錠　小分銅型 1271～1368年(元代)

銀錠　? 型 1329(天暦2)年(元代）

ﾀｰﾚﾙ銀貨(ﾎﾞﾍﾐｱ） 16世紀

鋳写鐚銭 12～16世紀

島銭 12～16世紀

大世通宝 1454～1460年

世高通宝 1461～1469年

中山通宝 1477～1526年

鳩目銭 16～17世紀

封印銭(大型) 16世紀

封印銭(小型) 16～17世紀

加治木銭 16～17世紀

銭壺 16世紀頃

寛永通宝100文緡 江戸時代

銭緡(一貫文) 江戸時代

国家金銀銭譜 江戸時代

錦絵　「教導立志基　青砥藤綱」 明治初期

無文銭(堺市出土) 複製品

無文銭鋳型(堺市出土) 複製品

永楽通宝枝銭(茨城県東海村出土)複製品

サテライト展示 「金と銀の国　日本　－戦国大名と鉱山開発」
資料名 年代

蛭藻金 16世紀

譲葉金 16世紀

天正越座金 1574～1578(天正2～6)年

円歩金 1596～1598(慶長1～3)年頃

天正大判 1588(天正16)年

永楽通宝(金銭) 1587(天正15)年

永楽通宝(銀銭) 1587(天正15)年

天正通宝(金銭) 1587(天正15)年

天正通宝(銀銭) 1587(天正15)年

筑前博多御公用銀 1593(文禄2)年

山口天又銀 1593(文禄2)年

石州銀 16世紀

石州銀(萩銀判) 16世紀

石州文禄御公用銀 16世紀

御公用銀 16世紀

甲州金(古金)　露一両金 16～17世紀

甲州金(古金)　松木一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　野中一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　志村一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　山下一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　二分一朱金 16～17世紀

甲州金(古金)　一分一朱金 16～17世紀

甲州金(古金)　一分朱中糸目金 16～17世紀

甲州金(古金)　二朱中糸目金 16～17世紀

甲州金(古金)　二朱中小糸目金 16～17世紀

甲州金(古金)　角二分金 16～17世紀

甲州金(古金)　角一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　角二朱金 16～17世紀

甲州金(古金)　吉一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　一分金(太鼓判) 16～17世紀

甲州金(古金)　駒露金 16～17世紀

甲州金(新金)　甲重金 1707(宝永４)年　～1717(享保2)年

甲州金(新金)　甲安金 1721(享保6)年　～1724(享保9)年

甲州金(新金)　甲定金 1727(享保12)年　～1732(享保17)年

甲州金(新金)　一両金 17～19世紀

甲州金(新金)　一分金 17～19世紀

甲州金(新金)　一朱金 17～19世紀

甲州金(新金)　一朱中金 17～19世紀

甲州金(新金)　一糸目金 17～19世紀

タガネ(佐渡鉱山関係用具) －

金鉱石(佐渡鉱山関係用具) －

頭巾(佐渡鉱山関係用具) －

釣りともし(佐渡鉱山関係用具) －

灯明皿(佐渡鉱山関係用具) －

佐州金銀採製全図 江戸時代

石見国銀山旧記 江戸時代

銀山旧記 江戸時代

三貨図彙 1815(文化12)年初版

金銀図録 1823(文政6)年初版
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